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児が母親の口元を見て、同じように口を開け、
「アーア」と声を発しています。母親も乳児の
口元を見ながら同じ高さと抑揚で「アーア」と
同時に発しています。これは、この月齢に特有
の、エントレインメントと呼ばれるステキな現
象です８）。このことについては、また改めて
詳しく説明しましょう。ここでは、マザリーズ
がエントレインメントを引き出すことだけ知っ
ておいてください。
【マザリーズはどうやったら出るようになる
の？】
　第１子という初めての子育てをする母親は、
声の調子にリズムや抑揚がないことがほとんど
です。なぜでしょう。それは学習していないか
らです。学習と言っても、これがマザリーズで
すと本を読んだり教えてもらっても、なかなか
できるものではありません。保育を志す大学生
も同じです。
　そこで、乳児の親子のクラスでは、マザリー
ズのような抑揚をもつ「わらべ歌」を繰り返し
て歌います。覚えやすく簡単なフレーズなので、
母親はすぐに自信をもって歌えるようになりま
す。するとどうでしょう、乳児がとても喜びま
す。笑ったり声を出したりします。そして我が
子の喜ぶ表情や姿を見た母親は、うれしくなっ
て、わらべ歌のフレーズを語り掛けるように繰
り返します。この語り掛ける声が、自ずとマザ
リーズになります。
【マザリーズは乳児の反応を得て学習するもの】
　では、最後にまとめておきます。乳児は、生
後２、３か月頃になると、生理的欲求を満たし
てくれる他者を特別な人と認知し、養育者は乳
児の特別な他者として乳児をあやすようになり
ます。乳児をあやす際に発せられる、ゆっくり
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